
様式第1号の2（第5条関係）

氏 名 印 印 印 印 印

権
利
者

住 所
氏 名 印 印 印 印 印

※ 同一の建物について
所 有 者

が２人以上あるので、次のとおり連署します。
権 利 者

所
有
者

住 所

区分

アパート

店舗 使用貸借 割合

事務所
賃 貸 借

質　　権

年  月  日

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

から　　年 (電話）

一般住宅

その他

区分

アパート

店舗 使用貸借 割合

事務所
賃 貸 借

質　　権

年  月  日

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

から　　年 (電話）

一般住宅

その他

区分

アパート

店舗 使用貸借 割合

事務所
賃 貸 借

質　　権

年  月  日

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

から　　年 (電話）

一般住宅

その他

区分

アパート

店舗 使用貸借 割合

事務所
賃 貸 借

質　　権

年  月  日

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

から　　年 (電話）

一般住宅

その他

備   考
一般住宅 店舗・事業所等 (集合住宅の場合は戸数） 床面積(㎡) 権利の種類 権利の存続期間 住　所 氏　名 印

１
．
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
太
線
の
中
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３
．
裏
面
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

番号 建物の所在地  建物用途
床面積（㎡） 家族人員又は従業員数 建物所有者以外の権利者(同一の土地について２人以上の時は代表者) 猶予

減免

負担金の納付方法（どちらかに○を付ける） 一括納付 分割納付

口 座 振 替
金 融 機 関 種 別 口 座 番 号 口 座 名 義 人

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 電
話氏  名 印

氏  名 印
渋川市長　様

相
続
・
管
理
人

住  所
　渋川市下水道事業受益
者負担に関する条例施行
規程第５条の規定により
申告します。

整 理 番 号

建
 
物
 
所
 
有
 
者

所
有
者

住  所

　　年　　月　　日

下水道事業受益者申告書
行　政　区 負　担　区 基 準 年 度

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 電
話



申告についての注意

１　この申告は、下水道事業受益者負担金賦課決定の基礎となるもので、「賦課対象区域」として公告された地域内の建物の
　所有者が受益者として申告するものです。提出期限までに必ず提出してください。

２　上記の建物について、質権、使用貸借又は賃貸借による権利が設定されている場合は、権利者が受益者となりますから
　建物所有者と権利者が連署押印してください。
　　この場合、「建物所有者以外の権利者」の欄に、建物の所有者は、その建物の権利者とよく相談の上受益者を決めてから、
　権利の種類、住所、氏名（フリガナ）等を記入して、「確認印」の欄に同意の捺印をもらってください。

３　同一の建物に２人以上の所有者又は権利者がいる場合は、代表者を含めて、所有者又は権利者は、それぞれ所定の欄に連
　署し、代表者が提出してください。

４　この申告がない場合は、渋川市下水道事業受益者負担に関する条例施行規則第21条の規定により建物の所有者に賦課され
　ますからご了承ください。また申告の内容が事実と異なる場合は、認定によって課せられますから、正しい申告をしてくだ
　さい。

５　「建物の所在」の欄には、建物の所在地を地番ごとに記入してください。

６　「建物用途」の欄には、該当するものを○で囲んでください。

７　「床面積」の欄には、建物の延床面積（各階の合計床面積）を記入してください。「一般住宅と店舗」や「一般住宅と事
　業所」などの場合はその用途別に床面積を記入して下さい。

８　「権利の種類」の欄は、該当するものを○で囲んでください。

９　「備考」の欄には、所有者の移転登記がなされていない場合等について、その理由やその他参考になる事項を記入してく
　ださい。

10　この申告書の提出後、受益者に変更のあった場合は、その旨を速やかに届け出てください。


